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戦後の地質編さん事業の歩み

山田直利(地質部)

NaotoshiYAMA1〕A

はじめに

地質調査所が発行した最初の総合的な日本地質図は

明治32年(1899年)のX｡｡万｢大日本帝国地質図｣である.

創立後10数年にして独力でこのような地質図をつく

りあげた力量は諸外国の地質調査所と比較しても驚

嘆のほかはない.それ以後も上記の地質図の説明書

(1900)0〃〃加8∫ψ肋8GθoZo馴げノψα〃(1902)%oo万

大日本帝国地質図(1910)同地質図改訂版(1925)

GωZ0馴α〃〃伽〃地S0〃プ0θSげ伽ルμ舳ε

E吻加(1926)日本地質鉱産話(1932)などの労作が

つぎつぎに出版されている.このような戦前の地質編

さん事業が明治一大正期の×｡万地質図幅調査事業や

大正一日召和期の/｡石地質図幅事業などのオリジナル

な地質図作成の仕事と表裏一体の関係にあったことはい

うまでもない.

さて地質調査所による地質調査事業の沿革について

はすでに山根･三土(1954)今井(1962)河合(!972)

らによってまとめられている.しかしこれらはど

ちらかといえば戦前に重点がありまた戦後について

は%石地質図幅に関する話題が多い.戦後すでに37年

も経過し資料の散逸世代の交替等で忘れ去られて

行く部分も少なくない.本稿では戦後の地質編さん

事業の歩みを特に全国地質図の変遷に重点を置いて

記述することとした.紙数不足のためいくつかの重

要事項を割愛したがそれについて年表を参照して頂き

たい.

本稿作成のため下記の方々から協力を受けた.

佐藤茂･卿■1治･吉田尚･山田正春･田中啓策･

神戸信和･今井功･稲村行雄･正井義郎･三上テル子

(敬称略)

厚く御礼申上げる.

時代区分

戦後の地質編さん事業の歴史をつぎの4期に区分し

主な事項を第1表に示した.各時代の区切りは重要

な事業のまとめがなされた時点をもってしたが実際に

はそのときすでにつぎの事業が始まっているのであり

各期の境界は大まかなものである.

第1期(1945-1953):敗戦の痛手から立上り%万日本

綜合地質図に着手しまた英文日本地質鉱産話(戦後

版)の付図である%･･万日本地質図を発行した.これ

らは主に戦前･戦中の資料をコンパイルして学界や

行政･産業の要望並びに国際的要請に応えようとするも

のであった.

第2期(1954-1964):編図課が中心となって新た

に%｡石地質編集図の作成が開始された.また%｡｡万

日本地質図(第1版･第2版)が戦後の新知見を大幅にと

り入れてコンパイルされた.日本地質図索引図の発行

も始められた.

第3期(1965-1977):国内の地質調査の進展と地質学

の急速な近代化に対応して英文地質鉱産誌の全面改訂

とx｡｡万日本地質図の編さんに多大の労力が注がれ

た.%｡石地質図幅は北海道以外がようやく完成し

逐次改訂される.%｡万地質図幅は北海道地域の大部

分がカバｰされる.

第4期(1978一現在):地質図に対する社会的需要･関心

が一段と高まりその対応に迫られている時代.創立

100周年を記念して出版される｢日本地質アトラス｣は

その対応の1つである.所内では1976年に地質編さ

んの研究グルｰプが独立し1980年には地質第1課

(旧編図課)は広域地質課に名称を変更した.

第1期(1945-1953)

戦争により中断していた/｡方図幅事業は1946年か

ら再開されるが精度の向上製図作業の簡略イビ便い

やすさなどの点で1949年から×万の縮尺に切り換えら

れた.その第1号｢三河大野｣は1952年に刊行されて

いる.しかし%方図幅が順調に出版されるようにな

るのは1955年頃からであり全国カバｰは遠い将来

のことであった.

]方で戦後の産業復興及び国土総合開発のための基

礎となる全国的な地質図が各方面から強く要望されて�
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策1表地質編さん事業戦後史年表

時代������

区分�西暦�昭和�全国地質図など�1/50万�1/20万(弗ブｰゲｰ異常図付)�関連事項

���㈰��

�ユ946�2ユ����

�1947�22����日本学術振興会第112小委員会

第������設置

�ユ948�23����北海道支所設立1/40万編さん開始

!�1949�24����1/75万図幅を1/5万に切りかえ,112二｣･委解散,1/40万を1/50方へ.

期�1950�25����日本鉱産麸刊行開始北海道地ド資源調査所設立

�1951�26��京都��北海道開発庁1/5万図幅開始

�1952�27��高知･福岡��地質部に編図課設置GS70周年

�1953�28�1/300万�種子島��1/20万編さん開始

�1954�29�BOGJ�鹿児島��

�1955�30����ECAFE第2回地質図作成会議

������(東京)

�!956�31�1/200万,GMRJ��豊橋･名古屋�研究職制度導入

�1957�32��東京･八丈島�伊良湖岬･松山�1/5万図幅発行数ピｰク

第�1958�33��新潟･金沢�大分�ECAFE地域1/500万地質図発行

2�!959�34���高知･唐津･石巻�地質学会｢近代化シンポジウム｣

期�1960�35�OGJ,1/500万,GMRJ(II)�青森･秋田�秋田･男鹿島#･水戸非�

�1961�36��奄美大島�飯田･徳島･青森井�

�1962�37���輪島･羽幌�GS80周年

������地質都｢日本の地質｣討論会

�!963�38����日本地質図索引図刊行開始

�1964�39�1/200万(II)��非井野辺地･酒田･新庄�地質学会｢長期計画委員会｣発足

�1965�40��旭川�長崎#�編図課→地質第1課

������地質文献目録刊行開始

�1966�4!��東京(II)�占#七尾一冨山�

�ユ967�42���稚内非�1/5万説明書→地域地質研究報告

�ユ968�43�TMJ�〔秋田〕�岩内･宮津�GMRJ(m)執筆始まる

������1/5万図幅発行数極少

�1969�44���天塩吉･剣山�

第�1970�45���深浦曲･網走･斜里#･北見�1/100万編さん始まる

3�1971�46�1/200万(IV)��標津ホ･帯広非･広尾ホ�ECAFE地域1/500万策2版発行

������筑波移転決定

期�1972�47���尻尾崎ホ･苫小牧弗�GS90周年(地質ニュｰスno.220)

�1973�48�OGJ(IIl)�岡山��1/5万図幅グルｰプ所内特研に.

������地質図幅検討委員会答申

�1974�49��金沢(II)�鳥取･留萌*･知床岬�

�1975�50���豊橋(II)辞･根室ホ�

�!976�51��福岡(m)�釧路ホ･静岡一御前崎�地質編さんグルｰプ独立

������!/100万地質原図完成

�!977�52�GMRJ(m)��旭川弗･野母崎ホ�

�1978�53�1/100万(II),同覚え書�釧路�弘前一深浦串･宮古島#�国会で地質図幅が取上げられる

�1979�54���久遠尭�特定図幅調査開始,筑波移転

�����札幌幸･横須賀峠･大多喜弗�1/50万基図検討委員会答申

第�1980�55��鹿児島(II)�秋田一男鹿(II)尭�地質第1課→広域地質課地質部にユノ20万計画委員会設置

4�1981�56���枝幸ホ･延岡*･姫路�1/20万5ヶ年計画(初年度)

期�1982�57�1/500万(W),日本地質アトラス�京都(Iv)�名古屋(1I)㌧松江一大社中�GS!OO周年

1/40万編さん開始

BOGJ:λ8ガφ0〃搬〃げ肋8Gθolo馴げノψαη.

GMRJ:α010馴α""η伽Z地∫0"κε∫げ"力舳.

OGJ:λ物0彬〃加6ψ肋20εo'昭ツゲノφα勿.

TMJ1Tθ6ま｡〃6〃ψψノψα刎.

改訂を伴わない再版出版物はこの表から除外してある｡

ユ/50万の〔秋田〕は構造図を示す｡�
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いた.明治27年に完成し明治34年から大年4年にか

けて改訂された%｡万日本地質図(全国5図)はすべて絶

版となっており内容的にも大幅に改訂する必要があっ

た.そこで1947年春に日本学術振興会第6常置委員会

の議を経て同委員会内に｢日本地質鉱産話及び地質図

編纂に関する第112小委員会｣(委員長山根新次)が設

けられた.その設立の趣旨は｢従来蓄積された諸資料

を蒐集整理してわが国における地質学の現段階及び

鉱産資源の現状を一目瞭然たらしめるものにまとめあげ

これを将来の躍進のための踏切板とする｣(山根新次による

日本鉱産誌序文)ことにあった.

第112小委員会には地質分科会と鉱産分科会とが設

けられ地質分科会では日本地質鉱産誌地質編及

び%･万日本地質図の作製を担当し鉱産分科会では鉱

産編の編さんを担当することとなった.その後諸般

の事情から第112小委員会は解散したが同委員会の

事業の大部分はそのまま地質調査所へ引継がれた.

地質調査所では所長を委員長とする｢日本綜合地質

図編纂委員会｣を設け各部の課長から委員を選びさ

らに幹事数名(幹事長飯山敏春)を置いて事業を推進し

た.1949年10月には製図作業の時間を短縮するため

縮尺を%｡万から%万に変更した.%｡万の1区画は経

度3｡緯度2｡の範囲とし全国を16図幅(のちに｢奄

美大島｡が加わって17図幅)に分割した.基図の作製は

草深源三郎･和田林蔵(当時測図課)が担当し各図

幅の中央に原点を置いたボンヌ投影法に従って国土地

理院(当時地理調査所)のκ石地勢図を基としてまった

く新しく調製した.その他各種の図式(地形･地名･

人工物･鉱産地等の表示法)もこのときに制定した.

この｢綜合地質図｣編さんのため各大学｡研究所等に

保管されている地質図資料の写しが地質調査所に集め

られた.そしてこれら所内外の未公表資料及びその

他の文献資料が%｡方図幅ごとの統一凡例にしたがっ

て%｡石地形図にコンパイルされそれがさらに%万

の基図にまとめられた.

このようにして1951年には%石地質図幅第1号

の｢京都｣が刊行された.このときには三土所長に

よる｢50万分の1日本綜合地質図幅発刊の辞｣が別途

印刷されている.これに続いそ｢高知｣･｢福岡｣･｢種

子島｣･｢鹿児島｣が1954年までに刊行された.

%｡石地質図幅シリｰズは｢綜合地質図｣を意図したも

のであるが一面では｢地質資料図｣の性格も持ってい

た.例えば｢京都｣で丹波地帯の断層分布がある区域

に密集しているのは原資料の偏在を如実に物語るもの

でありまた｢鹿児島｣で“二畳一石炭系"“上部古生界"

“古生代未詳地域"などが相接して図示されているのも

同様な理由によるものと思われる(第1図).当時は編

さんのための現地調査はほとんど認められていなかっ

たから編さん担当者は偏在しかつ異質の資料をコン

パイルするのに心労を注いたにちがいない.しかし

地質学的空白地帯の存在や原資料の非整合性を明示す

ることはそれ以後の地質研究の指針を与えることにも

第1図50万分の1地質図幅｢鹿児島｣の一部(八代付近)

(左)第1版(50万分の1地質図編纂委員会編1951)

(右)第2版(今井功ほか4名編1980)

第1版では原資料の偏在(とくに秩父帯)がそのま

ま表現されまた全般に胴切り断層が目立つ｡･

第2版では.秩父帯･四万十帯共各岩層の帯状配列

が明示され四万十帯ではとくに衝上断層カミ顕著であ

る.

注1)この×｡石地質編さん図(原図)は

絵具と地紋模様で書き上げられた繊細美麗なもので

現在も広域地質課に保存されている.�
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なった.

%石地質図編さんと並行して進められていた英文

'地質鉱産話(付図を含む)の出版は地質調査所創立70周

年(1952)に予定されていたが作業は遅れていた.し

かし1953年に東京でECAFE地域鉱物資源開発会議

が開催されることが決ったので付図の%･･万日本地質

図のみを急拠印刷してその会議に提出した.編さん

は主に斉藤正次(当時地質部図幅第1課長)が当った(今

井･一色.1982による).

%｡｡万日本地質図(英文)は主に戦前･戦中の資料をコ

ンパイルしたものである.図示区分は17でその当時

までの最新の全国地質図であった%｡｡万日本帝国地質図

(改訂版1926)の区分(25)がかなり統合されている.印

刷は多色刷(15色地紋併用)で仕上りが極めて鮮明であ

り日本の地質の大要を把握するにはまさに格好のもの

であった.

第2期(1954-1964)

1954年から地質部編図課(1952年設置初代課長河田

学夫)が中心となって新たに%石地質図の編集が開

始された.この新シリｰズは明治一大正年間に作ら

れたκ石地質詳図と区別してκ石地質編集図とよば

れる.新シリｰズは1日シリｰズと異なり国土地理院

の%･石地勢図の図画に従い地形基図も同地勢図をべ

一スにしている.

κ万新シリｰズを開始した動機やその時点におけ

る全体計画は明らかでない.%｡万編さんの過程で作ら

れた%｡石地質編さん図(作業図)の何枚かが非常によい

由来ばえなのでそのまま印刷したらどうかというの

が始まりであったともいわれている.しかしん万日

本綜合地質図編さんという大事業がまだ緒についたばか

りの時期にこれと並行して%万編さん事業をスタｰ

トさせた点は大きな問題をはらんでいるように思われ

る.限られた人員と予算でこの両シリｰズを推進しよ

うとすれば必ず無理が生じ結果としてどちらか一方に

重点が置かれてしまうことをその後の経過がよく示し

ているからである.

X｡石地質編集図は1956年に｢豊橋｣･｢名古屋｣が刊

行されて以来年2-3図のぺ一スで出版が進められて

来た.このうち初期の4図幅は編図課作成とあるのみ

で編集担当者の名がない.5図幅目の｢大分｣から

編集者名が明記され編さんに使用した文献名や付記を

載せるようになり1960年発刊の｢男鹿島｣から等重力

線図(ブｰゲｰ異常値)が示されるようになる.編さんの

ために若干日の現地調査(チェックサｰベイ)が行われるよ

うになるのは｢大分｣の頃からである.また社会的

第2図

20万分の1地質図幅｢名古屋｣の一

部(鈴鹿山脈)

(左)第1版(編図課編1956)

(右)第2版(山田直利ほか4名編1981)

第1版では古生層のうち厚い石灰

岩層のみが区別されていたが第2

版では非石灰岩相を含めてこま

かく岩相区分された.花開岩･石

英斑岩(第2版の湖東流紋岩)も多

くの岩体･岩相に分けられそれら

の内部構造が表現されている.�
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需要が多く出版後在庫のなくなったものについては

その後改訂出版もなされるようになった(第2図).

待望の英文地質鉱産話は1956年に出版された.また

同年に開かれたECAFE地域第2回地質図作成会議(東

京)に提出すべく%｡｡万日本地質図(第1版)が出版され

た.

この%｡｡万日本地質図の図示区分は35でうち堆積

岩14変成岩3貫入岩16噴出岩12である.印刷

は3原色カラｰチャｰトと別色地紋を併用しているが

色彩効果は前述の%｡｡万日本地質図よりもやや劣ってい

る.%｡万日本地質図との主なちがいは

･ゴトランド紀とデボン紀の区分を設けた

･花商岩類が時代的に3分された

･後期中生代の石英斑岩･流紋岩が花南岩類から区別さ

れた

などでありいずれも戦後の新知見をとり入れてい

る.なおこの%｡｡万日本地質図の編集者は明記されて

いないが当時調査所におられた笹倉正夫(故人)が中

心になって作られたといわれている(広川治談).

κ栃日本地質図の発行に引続いて日本炭田図(1957

山)日本の鉱床区(1957一)本邦温泉分布図(1957一)

日本油田ガス四分布図(1959一)日本水理地質図(1964一)

などの%o万シリｰズが各担当部課で編集･発行される

ようになるがこれらの基図及び地質分布の概要は

すべてこのκ｡万日本地質図によっている.

上記の%｡｡万日本地質図は1964年に大幅に改訂され

第2版として出版された.地質図における図示区分は

29種類で内訳は堆積岩12変成岩3貫入岩6

噴出岩8となっている.初版との主要な相異点は

･新第三系が中新統と鮮新統に2分された

･三宝山帯･日高帯及び道南の“古生界一中生界"が古

生界プロパｰから分離された

･四万十帯が中生界一古第三系として一括された

･船津花嵩岩類(中生代前期)と阿武隈･領家花開岩類(中

期白亜紀)とが区分された

･噴出岩の分類が大幅に簡略化された

｡姫路一生野奥日光などの酸1生火山岩類の時代が新

第三紀から白亜紀に変更された

ことなどが挙げられる.なお印刷には3原色カラｰ

チャｰトを採用せず多色刷(地紋併用)としたため色彩

効果は初版よりはるかに向上した.

なお1960年には外国人向けの解説書としてλ〃

0〃伽け伽Gεo/o馴げル切〃及びその付図の%｡万

日本地質図が出版された.この内容については今井･

一色(1982)が詳しく紹介している.また同年に英

文地質鉱産話(第2版)が出版された.

この時期における地質編さん関連事業の1つに日本

地質図索引図の刊行がある.すでに述べたように%･万

綜合地質図編さんのため各大学の卒業論文の地質図の

写しなどぼう大な資料が編図課に蓄積されつつあっ

た.これら地質図に関する文献資料の全国的な索引図

を印刷することが1957年頃に決まり井上胸夫(編図

課)･矢部之男(臨時職員)らが中心となり公表･末公表

文献の集録･整理｡原稿図作成などに当たった.その

第1号として｢日本地質図索引回(190ト1959)｡II(本州北

部)が1963年に刊行され1965年までに全5冊が刊行

された.この索引図は所外でもっともよく利用されて

いる地質調査所出版物の1つといわれている.地質文

献目録(年別)の作成事業もこれと並行して行われその

第1号(1961年分)は1965年に刊行された.その後こ

の2つの業務は資料室へ移され増補版が逐次刊行され

ている.

第3期(1965-1977)

1965年に地質部の機構改革があり編図課は地質第

1課(初代課長広川治)に名称を変えた.%石地質図

幅事業はこのころから旅費の目減り新規事業への

従事者の増加基礎研究への指向等いくつかの要因が

重なって次第に行詰りをみせ1968年度には年間わ

ずか3図幅の発行しかできないようになる.%｡石地質

図幅は1973年に｢岡山｣が出版され事業開始後25年

にしてようやく北海道以外の国土(沖縄･小笠原を除く)が

カバｰされたことになる.当初の計画からみると著し

い遅れである.×｡石地質図幅も北海道地域では%方

図幅調査の進展に裏付けされて順調に刊行されて行った

が他地域では計画的出版が困難となる.

この問地質部では｢日本の地質｣討論会(1962)

地質部図幅小委員会報告(1963)｢図幅白書｣(1964)｢地

域総合と近代化の2本柱｣方針(1966)などに示される

ように討議を重ね方向を模索していた.その頃の

様子は河合(1972)によって紹介されている.

一方地質学界では1960年代に入ってから日本

列島の地質に関する総括的研究が活発となり1963年

にはG80Zo馴ψ〃ψ伽(TAKAIεチα五eds)がまた1965

年にはτ加Gω/0gたηωθ肋㈱〃おぴ版カ切〃ε∫8�
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日本列島の骨核をなす地体構造を切って中新世の海

底火山活動帯(この図ではアルプス造山帯)が南北方

向の縞模様で示されている.地質調査所研究本館玄

関ロビｰの壁面を飾っている岩石モザイク貼りはこ

の構造図を模式化したものである.

ムZ伽ゐ(M1NAT0εチαム･ds,日本語版は1970年)などの労作

が出版されている.

地質調査所では1968年に×｡｡万の乃6チ｡〃た"妙

げルカ伽(礒見博編)を出版した(第3図).これは

世界地質図委員会の地質構造図小委員会(事務局長ソ連

Bogda･off教授)の要請に応じて1964年にマレｰシア地

質調査所長に送付した構造図の原図にその後の資料を

加えて作成したものである.この構造図はん万日

本地質図(第2版)をべ一スとしているが日本列島が複

雑な多造山帯であることを鮮明かつ大胆に示したもの

で棚倉構造線を強調したほかいくつかのオリジナル

な主張も盛りこまれており地質調査所としてそれまで

前例のないユニｰクな出版物であった.しかし国

際的統一凡例に従ったためヨｰロッパの造山運動の区分

を踏襲せざるをえずまた構造階層(St･･Ct･･a1Stage)と

いう日本では慣用されていない概念が持込まれているた

めその解読は必ずしも容易ではない.なお同年に

は%｡万構造図｢秋田｣(佐藤茂編)が出版されている.

%｡｡万日本地質図は1968年に第3版が1971年に第

4版が発行されている.このうち第3版は御斉所

変成岩と竹貫変成岩が一括されて阿武隈変成岩とされ

た以外には内容の変更はなく本来第2版第2制と

よぶべき性格のものであった.第4版では小笠原諸

島･南西諸島の地質図をはじめて作成しこれらを分図

としたために一3枚組の地質図となった.地質区分は

基本的には第3版と変らないが北海道の火山岩で鮮

新一更新世とされていたものの大部分(阿寒･大雪など)が

第四紀へ変更になった.南西諸島の｢古生層｣が三

宝山帯及び四万十帯に属することをはじめて明示したの

はこの第4版である.

%｡｡万日本地質図はその後も2回にわたって増刷さ

れている.第1版の分から通算すると約14,000部が

発行されて国内外に配布または払い下げられたことに

なり地質調査所出版物中のベストセラｰである.

この時期に地質部が総力を挙げて取組んだのが英

文地質鉱産誌の全面改訂とX｡｡万日本地質図の編さん

という2つの大事業であった.

英文地質鉱産誌第2版(1960)の改訂は1968年にスタ

ｰトした.このうち地質篇の作成は礒見博(当時

地質第1課長)が責任者となり執筆分担を決め部内で

テｰマ別討論を行いながら執筆に入った.日本語原

稿は翌年にはほとんど完成したが翻訳(外注)で行詰

まりこの時は印刷に至らなかった.1974年に地質

篇のみを第1巻として印刷することを決め新知見を加

えて原稿を書き直し田中啓策｡野沢保の両名が編集

責任者となって内容の調整･総括にあたり1975-

1976年に翻訳が行われ1977年に出版された.

本書は総説地質構成と地史層序火成｡変成作

用の4部からなり本文430pの大著で随処に図･表が

挿入されている.第2版に比べて各項目の記述が充

実していることはもちろんであるが地質構造区分や造

構史を重視しておりその骨組みは上記のτθofo肋

榊妙にしたがっている.

一方X｡｡万日本地質図編さんの必要性は1968年頃か

ら部内で唱えられていた.それは環太平洋変動帯

に属する日本列島の複雑な地質を総括しそれを1枚の

地質図として図示するには%｡｡万では不充分でX｡｡万

の縮尺が最も適切であるという発想に基くものであっ

た.こうして1970年12月には広川治を委員長と�
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し17名のスタッフからなるんけ日本地質図編さん委

員会が発足した.それ以後16回にわたる委員会での

討議を行いつつ地質図作成の作業を進めた.この間

に問題となる地域の現地調査も若干実施した.それ

に先立って資料室では草深源三郎が中心となって

新たに多円錐図法による日本全域の基図を作成した(草

深1979).広川退職(1975)以後は吉田尚･今井功･

山田直利の3名が常任編さん委員となって完成までこ

ぎつけた.1976年5月原図完成1976年度本図製図

1977年度挿入図製図及び九州地方試刷1978年度本印

刷となり1978年12月に4枚1組の地質図として発行

された(第4図).この問印刷方式の検討並びに印刷

校訂は主として田中憲一(資料室)が担当した.1978

年6月には編さんの過程で問題となった事項を整理し

て｢覚え書｣として公表した.

このX｡｡万日本地質図はまったく新しく作られたも

のではあるが大日本帝国地質図(1899)の第2版として

位置づけた.それは明治の先人たちによって作られ

たこの地質図が世界に誇るべきものでありそれ以後の

総合地質図の基礎をなしたものであることを改めて評価

したからである.

ほぼ同じ時期に編さんされた英文日本地質鉱産誌第

第4図/｡｡万日本地質図sheet2の一部

時代･岩相による区分のほか主要断層･摺曲･一般

走向などの構造要素も図示されている.

3版地質篇とX｡｡万日本地質図第2版は内容的に表裏

一体のものであり戦後/世紀を経た｢日本列島の地質

学｣研究の集大成というべきものであった.

第4期(1978一現在)

1978年末に発行されたX｡｡万日本地質図(第2版)は学

協会誌(15誌)や新聞などを通じて広く紹介され大き

な反響を呼んだ.そして発行後わずか3年にして

約5,000部が各方面に配布または払い下げられた.し

かしこの地質図は4枚張り合わせると部屋の天井

から床に達する程の大きさとなり個人が使用するには

やや難点があった.

一方この地質図の原図がつくられた1976年前後か

ら1980年代にかけての地質学の進歩は目を奪うもの

がありなかでも日本列島の骨格をつくっている中｡

古生層の時代論･造構論は様相を一変しつつある.そ

こで地質調査所100周年を記念して出版される日本地質

アトラスにこの地質図の応急的修正を行いそれを分

割して掲載することとなった.

X｡｡万日本地質図(第2版)は1970年代中頃における

最新の知見を詳細に図示したものであるが外国人がこ

の地質図を理解することは容易ではない.一方%｡｡万

日本地質図は1960年に“0〃〃伽"の付図として出版さ

れて以後内容の改訂が一度もなされず地質学の進歩

に合わせた改訂が要望されていた.そこでX｡｡万日本

地質図の内容を簡略化して%･･万日本地質図第4版と

して出版した(第5図).第1版以来実に22年ぶりの全

面改訂である.その内容については編集にあたった

今井功･一色直記による覚え書(1982)を参照していた

だきたい.なお世界地質図委員会による%｡｡万アジア

極東地域地質図の第3版がインド地質調査所が中心と

なうて作られつつあるが今回の出版により同調査所

からのかねてからの資料提出の要請にも応えることがで

きるようになった.

%｡石地質図幅は第3期から改訂作業が始まり｢東

京｣｡｢金沢｣･｢福岡｣･｢鹿児島｣の改訂版がつぎつぎ

に発行された.｢京都｣も31年ぶりに改訂･発行され

る.これらはいずれも初版に比べてより詳細か

つ体系的なものとなっており｢地質資料図｣から一

定の見解に裏付けられた｢総合地質図｣の色合いを濃く

して来ている(第1図).

なお%｡石地質図幅の基図は従来地質調査所で

独自に調製したものを便用していた.しかし同じ区�
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第5図

%｡｡万日本地質図第4版(今井功･一色直記編

灘一

鍵簸舳帖…･

童

画による%万治断層図及び鉱床分布図を作成する運び

となったのでこれを契機として国土地理院の地方図

を一新修正して基図として使用することが決められた

(ム万基図検討委員会の答申による).1982年に発行され

る%万京都図幅(第4版)は新方式の基図による最初の

地質図幅となるわけである.

X｡石地質編集図の作成は事業開始後25年余を経て

ようやく国土の約50%がカバｰされるという状況に達

した.しかしこれまでに出版されたものの多くは

%石地質図幅等の精度の揃った地質図が数多く公刊さ

れた地域であり今後はより編さんの困難な地域に直

面せざるを得ない.昭和56年度からはκ方約20図幅

を対象とする5ケ年計画を立てて編さん･出版を進め

ている.この計画には1)首都圏･京阪神などの大都

市周辺地域と2)福島｡新潟･広島･島根地方など%石

地質図幅がほとんど出版されていない地域の%｡石地質図

幅が重点的に取上げられている.

ちなみに国土地理院の%｡石地勢図の最近の販売実

績をみると｢東京｣が例年第1位であり｢甲府｣･｢長

野｣｡｢京都及大阪｣などがこれに次いで上位を占めて

いる.広域地図に対する需要は社会開発が進み環

境問題を抱えている大都市周辺地域で特に大きいことが

分かる.

広域地質図に関する要請は行政･産業｡学術･教育

のあらゆる方面で今後ますます強まって行くであろう.

また本稿ではほとんど触れることができなかったが

国際協力による地質図編さんの事業にもより多くの力

を注がなければならない.一方では地質図のデｰタ

ベｰス化ということが現実の問題として提起されてい

る.これらの多面的な要請に応えるには現在のスタッ

フ･予算･支援体制は余りにも貧弱である.地質調査

所100周年を機に大方の御理解を望んでやまない.
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